
  第１回 国⽴⼤学法⼈琉球⼤学上原地区キャンパス 
跡地利⽤推進協議会議事要旨 

 
⽇時：令和４年７⽉１９⽇（⽕）９：５０〜１０：４５ 
場所：琉球⼤学⼤学本部棟４階 第⼀会議室 
構成員： 
（⻄原町）総務部 與那嶺部⻑、建設部 ⼩橋川部⻑ 
（⻄原町⺠代表）上原⾃治会 ⽯原会⻑、棚原⾃治会 城間会⻑ 
（沖縄県）総務部 宮城部⻑（森⽥ 総務統括監代理出席）、商⼯労働部 松永部⻑、保健医療部 ⽷数

部⻑（諸⾒⾥ 医療企画統括監代理出席） 
（沖縄総合事務局）経済産業部 滝本部⻑ 
（学識経験者）⼩野教授（琉球⼤学⼯学部）、⼤城前琉球⼤学学⻑ 
（琉球⼤学）⼤屋理事（キャンパス移転担当）、⼤城理事（財務・施設・キャンパスマネジメント担当）、

筒井医学部⻑、移転推進本部 三沼事務部⻑ 
 
 
【議事】 
 （１）跡地利⽤推進協議会の規程について 
     跡地利⽤推進協議会の規程について、資料１に基づき、事務局から説明があった。 
 
 （２）議⻑の選任について 
     議⻑は、委員の互選により⼤城肇委員が選任された。 
 

（３）これまでの検討結果について 
    これまでの検討結果について、資料２に基づき、事務局から説明があった。 
 
（４）今後の検討の流れについて 
    今後の検討の流れについて、資料３に基づき、事務局から説明があった。 
 
（５）その他 

     各委員と以下のとおり意⾒交換を⾏った。  
 

（主な意⾒等） 
◯委員 

    資料３のコンサルとは、調査系の業者か、事業者として開発事業に関わる可能性のある業者か、
どちらをイメージしているか。 

  ◯事務局 
    コンサルにも種類があると認識しているが、ディベロッパー系の場合、我々の⽴場に⽴って⽀



援してもらえるかを懸念している。 
  ◯委員 
    他⼤学の事例を参考にしながら、⼀緒に検討していきたい。 
 
  ◯委員 
    資料２に記載されている都市計画等の変更は２年程の期間を要するため、スケジュールの想定

を教えていただきたい。また、資料３に記載されている⼟壌汚染調査について、対象となる場所を
教えていただきたい。 

  ◯事務局 
    都市計画の変更について、サウンディング等で需要を調査した後の検討を想定している。 

 ⼟壌汚染調査について、移転が完了し、上原キャンパスでの事業が終了した後の実施を想定して
いるが、場所は今後の調査に拠るものと考えている。 

 
  ◯委員 
    資料３に記載されているサウンディング調査にて、県内の医療機関のご意⾒も収集していただ

きたい。超⾼齢化社会に対応する医療提供体制は喫緊の課題であり、県として回復期・慢性期の機
能充⾜の⽅向性をもっているため、回復期に限って増床の可能性もあることから、上原キャンパス
に既存の病院の誘致や新規の病院設⽴もあり得ると考えている。令和６年度から開始する第８次
沖縄県医療計画とタイミングが合う可能性があるため、市場調査の段階でその視点も⼊れていた
だきたい。 

  ◯委員 
    市場調査では、県内の医療機関を含め様々な視点から意⾒を収集し、医療機能の導⼊という可

能性があれば、しっかりと県に相談したい。 
  ◯委員 
    県における新たなリーディング産業として、バイオ関連・健康医療産業が有効であると考えて

いる。新たな産業⽤地の確保が必要となるため、ぜひ検討していただきたい。資料２から、可能な
限り現有施設を活⽤したいとの意向を受け取ったが、既存施設の取扱いや売却する場合の条件に
ついて教えていただきたい。 

  ◯事務局 
    ⼟地及び現有施設は平成１６年の法⼈化に伴い国から出資を受けている。国⽴⼤学法⼈法に基

づき、⼟地については、売却する際に⽂部科学⼤⾂の承認が必要となる。 
  ◯委員 
    跡地利⽤の⼿法は⾊々な可能性があり、今後計画を⽴てながら、国と相談していく段階である。

上原キャンパスの⽴地（琉球⼤学医学部・病院が⽴地していたこと、琉球⼤学千原キャンパスと距
離が近いこと、新キャンパスからも遠くないこと）を踏まえると、⼟地の価値を上げていく中で、
バイオ産業や医療系産業は⼀つの可能性となると考えている。 

  ◯委員 
    資料３の事業スキーム策定や事業者公募・選定の流れについて、場合によっては県の計画や予



算スケジュールと整合性をとる必要があるため、今後、調整をお願いしたい。 
  ◯事務局 
    そのように対応したい。 
  
  ◯委員 
    今年５⽉に上原キャンパス跡地に関する報道があったが、これまでの検討の中に無かった案で

あり、⼤学として承知していなかった。今後は、様々な可能性を視野に⼊れ、本協議会にて委員の
意⾒をしっかり聞きながら、跡地利⽤を検討していきたいと考えている。 

   


